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来て「かがみいし」住宅取得支援補助金制度
移
住

住

支
援
し
ま
す

を

　

町
で
は
、「
住
ん
で
み
た
く
な
る
事
業
」
の
一
つ
と
し
て
、
町
外
か
ら
移
住
・

定
住
す
る
た
め
に
、
町
内
で
住
宅
を
取
得
し
た
若
者
世
帯
・
子
育
て
世
帯
等
へ

最
大
50
万
円
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

補
助
金
の
対
象
者
に
は
、
さ
ら
に
「
若
者
定
住
者
Ｊ
Ｒ
通
勤
補
助
事
業
」
と

し
て
、
月
額
最
大
５
千
円
の
通
勤
費
を
補
助
す
る
制
度
も
あ
り
「
こ
れ
か
ら
鏡

石
町
に
住
ん
で
み
た
い
」
と
い
う
方
を
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

【補助対象及び要件】（いずれにも該当すること）
①世帯主が 40 歳未満の婚姻世帯、又は世帯主が 40 歳
   未満で中学生以下の子供がいる子育て世帯、同じく父 
   子・母子世帯
②町外から転入した若者世帯（転入日から住宅に入居し
   た日までの期間が１年未満かつ転入日前３年において
   町内に住所を有していなかった世帯）
③鏡石町に住民登録され、補助対象住宅に５年以上居住
   すること ( ５年未満の場合は返還措置があります）
④新築・中古住宅等は、玄関、居室、トイレ、台所、浴
   室を備える一戸建て住宅で、居住用部分面積が 55㎡
   以上であること
⑤平成 31 年４月１日以降の住宅取得に係る契約である
   こと
⑥住宅の所有権保存登記又は所有権移転登記完了日（増
   改築は工事の完了日）から起算して６ヶ月以内に必要  
   書類を添えて補助金交付申請すること
⑦世帯全員に町税等の滞納がないこと
⑧その他補助金交付要綱に適合すること

どんな場合に住宅取得補助金がもらえるの？

■来て「かがみいし」住宅取得支援事業補助金制度のお問い合わせ
　総務課 まちづくり調整グループ　☎ 62-2117　  E-mail　somu@town.kagamiishi.lg.jp

定

※県外からの転入者は、福島県の「来て ふくしま 住宅取得支援事業」の対象となりますので、最
大で 70 万円の補助が加算されます（２親等以内の親族が居住中の物件で増改築の場合は対象外）。

建物区分
基本額

（単位：万円）

加算額（単位：万円）

子育て世帯 二・三世代
同居・近居

町内業者で建築
または増改築

新築住宅取得 ２０ １０ １０ １０

中古住宅取得
（賃貸除く） １０ １０ １０ １０

２親等以内の親族
が居住中の物件で、
増改築後に同居す
る転入世帯

１０ １０ ― １０

【住宅取得補助金の額】
補助対象経費（契約金額等）の２分の１または下表により算出した額のいずれか低い額

　

空
き
家
の
有
効
活
用
を
図
り
、

移
住
・
定
住
に
つ
な
げ
る
た
め
、

空
き
家
に
居
住
す
る
方
が
行
う
改

修
工
事
費
用
、
空
き
家
に
残
さ
れ

た
家
財
道
具
等
の
処
分
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

　

町
の
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ

れ
た
物
件
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
工
事
等
の
着
工
前
に
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
☎
62
－
２
１
１
７

　

子
育
て
世
代
の
育
児
支
援
を
目

的
と
し
て
、
新
生
児
の
出
生
に
対

し
「
鏡
石
町
の
び
の
び
子
育
て
応

援
券
（
５
千
円
相
当
の
商
品
券
）」

を
支
給
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
町
民
課
☎
62
－
２
１
１
２　

　

体
外
受
精
や
顕
微
授
精
の
特
定

不
妊
治
療
費
に
つ
い
て
、
県
の
助

成
制
度
に
上
乗
せ
し
て
助
成
し
ま

す
。
助
成
上
限
額
は
特
定
不
妊
治

療
、
付
随
の
男
性
不
妊
治
療
と
も

に
１
回
あ
た
り
10
万
円
で
す
。

　

対
象
は
治
療
費
に
対
し
て
県
助

成
の
交
付
決
定
を
受
け
て
い
る
こ

と
、
夫
婦
双
方
が
鏡
石
町
に
住
民

登
録
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
条
件

と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
環
境
課
☎
62
－
２
１
１
５

　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環

境
を
整
え
る
た
め
、
福
祉
こ
ど
も

課
と
健
康
環
境
課
が
連
携
し
、
４

月
か
ら
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
町
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
内
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

妊
娠
か
ら
出
産
、
子
育
て
の
様

々
な
不
安
や
疑
問
に
対
応
し
、
子

育
て
世
代
の
皆
さ
ん
を
総
合
的
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
こ
ど
も
課
☎
62
－
２
２
１
０

健
康
環
境
課
☎
62
－
２
１
１
５

　

子
育
て
支
援
、
障
害
者
支
援
、

高
齢
者
支
援
と
保
健
機
能
（
保
健

セ
ン
タ
ー
）
を
備
え
た
総
合
的
な

保
健
施
設
と
、
分
散
化
し
た
行
政

等
機
能
（
社
会
福
祉
協
議
会
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）
及
び
福
祉
避

難
所
や
備
蓄
機
能
を
備
え
た
施
設

と
し
て
、（
仮
称
）
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
整
備
を
計
画
し
て
い
き

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
こ
ど
も
課
☎
62
－
２
２
１
０

　

認
定
こ
ど
も
園
ぶ
ど
う
の
木
の

病
児
保
育
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

　

保
育
中
に
体
調
不
良
に
な
っ
た

園
児
に
つ
い
て
、
保
護
者
の
方
が

迎
え
に
来
る
ま
で
の
間
、
専
用
保

育
ス
ペ
ー
ス
で
看
護
師
が
保
育
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
こ
ど
も
課
☎
62
－
２
２
１
０

新
生
児
に
商
品
券

不
妊
治
療
費
助
成

子
育
て
相
談
支
援

福
祉
の
拠
点
整
備

病
児
保
育
に
対
応

絵
本
プ
レ
ゼ
ン
ト

空
き
家
利
用
補
助

　
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」
と

し
て
、
９
〜
10
か
月
児
健
診
を
受

診
す
る
乳
児
と
保
護
者
の
方
へ
、

読
み
聞
か
せ
の
ス
タ
ー
ト
用
セ
ッ

ト
（
絵
本
、
ア
ド
バ
イ
ス
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ト
な
ど
）
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

絵
本
を
い
っ
し
ょ
に
開
い
て
楽

し
み
な
が
ら
親
子
で
ゆ
っ
く
り
と

心
ふ
れ
あ
う
温
か
い
時
間
を
持
つ

き
っ
か
け
を
作
り
、
赤
ち
ゃ
ん
の

健
や
か
な
成
長
を
支
援
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
環
境
課
☎
62
－
２
１
１
５

　

妊
娠
、
出
産
に
か
か
る
通
院
費

用
、
育
児
の
不
安
や
疑
問
、
住
ま

い
の
計
画
な
ど
、
子
育
て
世
代
に

か
か
る
金
銭
的
、
精
神
的
な
負
担

は
と
て
も
大
き
い
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
子
育
て
世
代
の
負
担

軽
減
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
目
指

し
、
様
々
な
事
業
を
実
施
、
計
画

し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
今
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
新
規
事
業
等
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

出産から育児まで ～子育て世代を全力サポート～

新
規
事
業
ス
タ
ー
ト
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町 か ら のお 知 ら せ 町 か ら のお 知 ら せ

遠藤町長から委嘱状を交付される橋本久来石区長

仁井田区（再）
角田 辰吉さん

鏡田区（再）
柳沼 信夫さん

高久田区（新）
木賊 正男さん

豊郷区（再）
吉田 博さん

鏡石２区（再）
斎藤 一郎さん

鏡石４区（再）
佐藤 節雄さん

旭町区（再）
根本 哲好さん

笠石区（再）
大河原正雄さん

久来石区（新）
橋本 隆克さん

さかい区（新）
吉成 秀松さん

鏡石３区（再）
有我　忠さん

成田区（新）
髙原 益資さん

鏡石１区（再）
面川 信也さん

各
行
政
区
の
新
し
い
区
長
が
決

定
し
ま
し
た
。
行
政
区
長
に
は
、

町
と
地
域
の
太
い
パ
イ
プ
役
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

委
嘱
状
交
付
式
が
４
月
16
日
㈫

町
役
場
で
行
わ
れ
、
遠
藤
町
長
か

ら
各
行
政
区
長
へ
委
嘱
状
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
退
任
さ
れ
た
久
来
石
区

の
菊
地
榮
助
さ
ん
、
高
久
田
区
の

任 期

平成31年４月１日～

令和２年３月31日

区
民
と
行
政
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役

地
域
の
行
政
区
長
が
決
定
！

岡
部
康
治
さ
ん
、
成
田
区
の
添
田

健
男
さ
ん
、
さ
か
い
区
の
今
泉
顕

喜
さ
ん
の
４
名
へ
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
遠
藤
町
長
が
「
退
任

さ
れ
る
区
長
さ
ん
に
は
、
行
政
各

般
に
渡
り
ま
し
て
多
大
な
ご
協
力

を
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
敬
意

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
区
長

の
皆
さ
ま
に
は
、
区
民
と
行
政
の

パ
イ
プ
役
、
町
づ
く
り
、
行
政
事

務
の
支
援
に
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
推
進

協
力
員
な
ど
の
委
嘱
状
も
合
わ
せ

て
交
付
さ
れ
、
区
長
協
議
会
の
役

員
が
次
の
と
お
り
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

（
敬
称
略
）

会
　
長　
佐
藤
節
雄
（
鏡
石
４
区
）

副
会
長　
斎
藤
一
郎
（
鏡
石
２
区
）

会
　
計　
面
川
信
也
（
鏡
石
１
区
）

監
　
事　
角
田
辰
吉
（
仁
井
田
区
）

　
　
　
　

根
本
哲
好
（
旭
町
区
）

かがみいし田んぼアート２０１９

2019 かがみいし田んぼアートデザイン「眠れる森の美女」
（ 隠れデザインあり _出穂前 ）

かがみいし田んぼアート問い合わせ先：産業課　TEL 62-2118  FAX 62-6553

今年の絵柄は…

「眠れる森の美女
」

　

か
が
み
い
し
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
実
行
委
員
会
で
は
、
８
年
目
と
な
る
田
ん

ぼ
ア
ー
ト
の
絵
柄
を
「
眠
れ
る
森
の
美
女
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
「
い
ば
ら
」
と
「
王
女
」
が
印
象
的
に
描
か
れ
た
、
眠
れ
る
森
の
美
女
の

タ
イ
ト
ル
シ
ー
ン
。
い
ば
ら
に
囲
ま
れ
た
王
女
の
隙
間
か
ら
は
、
絵
本
の

世
界
を
の
ぞ
き
込
む
「
牧
場
の
あ
ー
さ
ー
♪
」
の

姿
も
。
８
月
中
旬
に
は
、
隠
れ
デ
ザ
イ
ン
と
し
て

何
か
が
現
れ
ま
す
。
そ
れ
ま
で
お
楽
し
み
に
！

田植え祭りは5/26㈰

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　

鏡
石
ま
ち
の
駅
「
か
ん
か
ん
て
ら
す
」

一
周
年
記
念
感
謝
祭
を
開
催

　

町
の
観
光
・
交
流
拠
点
と
し

て
賑
わ
い
の
創
出
を
目
的
に
整

備
さ
れ
た
鏡
石
ま
ち
の
駅
「
か

ん
か
ん
て
ら
す
」
が
一
周
年
を

迎
え
ま
す
。

　

町
観
光
協
会
で
は
５
月
18
日

㈯
、
一
周
年
感
謝
祭
と
し
て
物

販
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
記

念
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま

す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
５
月
18
日
㈯
午
前
９
時

50
分
か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、
午
前

10
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で
物
販
イ

ベ
ン
ト
（
無
く
な
り
次
第
終
了
）

●
内
容　
野
菜
、
果
物
、
加
工
品

等
の
販
売
、
記
念
品
プ
レ
ゼ
ン
ト

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鏡
石
ま
ち
の
駅　

か
ん
か
ん
て

ら
す　
　
　
　

☎
94
－
８
１
１
０

　

町
観
光
協
会
（
産
業
課
内
）

☎
62
－
２
１
１
８

　町の公式キャラクター
「牧場のあーさー♪」のカ
ワイイぬいぐるみができ
ました♪「かんかんてら
す」にて１体 1,500 円で
販売中です！

スマホにつけてもＯＫ♪

■問い合わせ先
　かんかんてらす　☎ 94-8110
　町観光協会　　　☎ 62-2118

「牧場のあーさー♪」

ぬいぐるみ できました！
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Kagamiishi NEWSKagamiishi NEWSKagamiishi NEWSKagamiishi NEWS

　４月７日㈰公民館において、平成 31年度町消防団辞令
交付式が行われました。
　式では、退団・昇格・入団辞令が交付され、稲田幸吉団
長から「消防活動は皆さんが要。鏡石を守るという気持ち
を持って活動に当たってほしい」と訓示がありました。
　式終了後には須賀川消防署鏡石分署の指導により、AED
の使用方法や心肺蘇生法を学ぶ救急救命講習、放水訓練、
堤防決壊を防ぐための水防訓練が行われました。

消防団辞令交付式
の守り お願いします火

稲田団長から辞令を受ける新入団員

佐藤会長から表彰を受ける選手

　３月 26日㈫公民館において、町体育協会（佐藤靖弘会長）
の総会が開催され、平成 31年度事業計画・収支予算が協議、
決定されました。
　総会の中で表彰も行われ、役員功労賞（２名）、体育功労
賞（３名）、優秀指導者賞（２名）、優秀選手賞（個人：３名、
団体：５団体）の受賞者に対し、佐藤会長から賞状が手渡
されました。

体育協会総会
秀選手らを表彰優

　４月５日㈮公民館において、スポーツ少年団の結団式が行
われ、団員たちがさらなる飛躍を誓いました。
　式では昨年度活躍した選手らの表彰が行われた後、佐久間
英治本部長が「団の活動に積極的に参加し、たくさんの思い
出を作ってほしい」とあいさつしました。
　続いて佐久間本部長から各団体の代表者に団旗が授与さ
れ、団員たちは今後の大会や各種活動へ気持ちを新たにして
いました。

スポーツ少年団結団式
らなる飛躍を誓うさ

佐久間本部長から団旗を授与される団員

憧れの白バイに乗ってみました

　４月６日㈯、町交通対策協議会、町交通安全協会、町交
通安全母の会をはじめとする関係団体による交通安全フェ
アがイオンスーパーセンター鏡石店で行われ、来店者に交
通事故防止を呼び掛けました。
　会場ではチラシや風船などの啓発グッズが配布されたほ
か、白バイの試乗体験、自転車シミュレーター体験、動体
視力検査体験も行われ、来店者は楽しみながら交通ルール
に理解を深めていました。

鏡石町交通安全フェア
故防止へ啓発活動事

　４月 13日㈯、主催：鏡石町観光協会、運営主体：ＮＰＯ
法人かがみいしスポーツクラブにより、第６回目の“牧場の
朝のまち”さくらウォークが開催され、約 200 人が見頃を
迎えた桜を眺めながらウォーキングを楽しみました。
　岩瀬牧場ではゲストウォーカーのMANAMI さんの LIVE
が行われたほか、コース中の桜の木の下に設置された「牧場
のあーさー♪」のパネルを探すクイズラリー抽選会など多彩
なイベントも来場者を楽しませました。

“ 牧場の朝のまち ”さくらウォーク
の陽気に弾む足取り春

グリーンロードの桜を楽しむ参加者

▲遠藤町長に書を手渡す菊地さん（写真右）

町民のみなさん、よろしくお願いします！ 新
採
用
職
員
紹
介

　
平
成
31
年
度
に
町
職
員
と
し
て
４

人
の
職
員
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
町
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
見
か
け
た
ら
声
を
掛
け

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
ね
！

上下水道課
主事 正木雅之

税務町民課
主事補 吉田　凜

都市建設課
主事 川田寛貴

健康環境課
( 福祉こども課兼務 )

保健師 関根加奈

　４月 19日㈮、絵本・造形作家の菊地清
さん（久来石南）が新元号「令和」への思
いを込めた書を町に寄贈しました。
　「へ・い・わ」の３文字が「令」の字に、「と・
わ・に」の３文字が「和」の字に表現され
ており、「平和永久（とわ）に」というメッ
セージが込められています。
　菊地さんは「平成が戦争のない平和な時
代であった日本国民の誇りを、令和の時代
にも受け継ぎ、日本のみならず世界中で戦
争のない、平和が続いてほしいという真摯
な願いを込めました」と話していました。

「平和永久（とわ）に」のメッセージが
込められた菊地さんの書 ▶

「令和」への思い込めた書を寄贈
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

絵本・造形作家の菊地さん

広 告

ＰＥＴ - ＣＴがん検診 福島県民コース ～福島県内在住の方は以下の料金で検査できます～

・ＰＥＴ - ＣＴ検査のみ
・ＰＥＴ - ＣＴ検査 + ピロリ菌検査（便検査） 

49,000 円（税込）
53,000 円（税込）

※通常当院ＰＥＴ - ＣＴ検査 ベーシックコース：102,600 円（税込）

PET 画像診断センター

【実施期間】
    平成 31 年 4 月 1 日
              ～令和 2 年 3 月 31 日

【お申込み・お問い合わせ】
    ☎ 0248-22-2282
            （月～金　8:30 ～ 17:00）白河厚生総合病院
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　４月８日㈪、平成 31 年度入学式が挙行され、今年度は
23 名の新入生が入学しました。
  式では、鏡石町教育長の渡部修一様より教育委員会告示
を、鏡石町副町長小貫忠男様、鏡石町議会副議長小林政次
様、鏡石町立第二小学校父母と教師の会会長佐藤友康様よ
り来賓祝辞を頂戴しました。心温まるお言葉をいただきま
したことに感謝申し上げます。
　また、在校生を代表して６年生の代表児童が、歓迎の言
葉を発表しました。
　大きな声で返事ができて、しっかりと話を聞くことがで
きた新入生の態度は、とても立派でした。これからの活躍
がとても楽しみです。

　４月８日㈪、平成31年度の始業式・入学式を体育館に
て行いました。始業式では、校長先生から「しっかり勉強
してください」との言葉とともに６年生に教科書が手渡さ
れました。入学式では男子48名、女子36名の合計84名の
新入生が担任先生から一人一人呼名された後、校長先生か
ら入学を許可されました。６年生代表児童から「学校は楽
しいことがいっぱいあります」と歓迎の言葉があり、新入
生は真剣な表情で聞き入っていました。

　平成 31 年度入学式が、４月９日㈫に本校体育館で挙行さ
れました。生物生産、園芸科学、ヒューマンサービス、食品
科学、アグリビジネス、環境工学の６つの学科に、合計 211
名が入学しました。渡辺譲治校長が式辞を述べ、吉田栄光県
議会議長（代理として斎藤健治県議会議員が出席）、遠藤栄
作鏡石町長、飯村俊夫ＰＴＡ会長、長谷川建一同窓会会長か
ら祝辞を頂きました。新入生を代表して、園芸科学科の佐藤
いずみさんが宣誓しました。

SCHOOL INFORMATION

スクールインフォメーション ～学校だより～スクールインフォメーション ～学校だより～

◆新しく先生方をお迎えしました
　平成 31 年度の人事異動により９名の先生方が転入して
きました。
教　頭　左雨　貴子（家庭） 福島県教育庁県中教育事務所より
教　諭　池田ひろみ（英語） 須賀川市立小塩江中学校より
教　諭　折笠健二郎（国語） 郡山市立郡山第一中学校より
教　諭　齋藤　　剛（保健体育） 矢祭町立矢祭中学校より
教　諭　飯野　里美（理科） 石川町立石川中学校より
教　諭　野中早知子（養護教諭） 須賀川市立阿武隈小学校より
講　師　近藤　若菜（国語） 古殿町立古殿中学校より
講　師　鈴木　英史（社会）新採用
学校司書　巴　みどり  新採用
  今後ともお世話になります。

◆平成 31 年度第 73 回入学式が挙行されました
　平成 31 年４月８日㈪ 13 時 30 分より本校体育館にお
いて、42 名の来賓の方に来ていただき、111 名の新入生
が入学を確認されました。これで、今年度の鏡石中学校は、
生徒数 372 名でスタートしました。
　入学式では、吹奏楽部による演奏で入退場が行われ、
厳粛な中にも新入生らしいはつらつとした式が挙行され
ました。また、在校生も式を成功させようと、一生懸命
式歌を歌う姿が見られました。

人事異動 & 入学式
鏡石中学校

６学科に211名が入学
岩瀬農業高校

第一小学校
始業式・入学式で気持ち新た

第一小学校
ぴっかぴかのまきばっ子 23名入学

第二小学校

◀
始
業
式

▶
入
学
式

  ㈱石川製作所・㈱タマテック（諏訪町） 壮
大
な
計
画

支
え
た
軌
跡

　

―
―
実
験
成
功
の
知
ら
せ
を
受

け
た
時
の
お
気
持
ち
は
。

　

石
川
社
長
「
真
空
の
宇
宙
空
間

で
爆
発
は
成
功
す
る
の
か
、
正
常

に
装
置
は
作
動
す
る
の
か
、
不
安

な
部
分
が
多
か
っ
た
の
で
、
ま
ず

ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
奇
跡

だ
と
思
い
ま
す
。」

　

―
―
両
社
は
普
段
ど
の
よ
う
な

製
品
を
作
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

　

石
川
社
長
「
内
視
鏡
の
部
品
や

光
通
信
の
コ
ネ
ク
タ
、
測
量
機
器

等
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。
タ
マ

テ
ッ
ク
で
は
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン

の
部
品
も
製
作
し
て
い
ま
す
。」

　

―
―
改
め
て
「
は
や
ぶ
さ
２
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
参
加
へ
の
経
緯
に

　

太
陽
系
誕
生
の
起
源
を
探
る
べ
く
、
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ

２
」
が
地
球
を
旅
立
っ
て
か
ら
４
年
余
。
小
惑
星
「
リ
ュ
ウ

グ
ウ
」
へ
と
到
着
し
た
は
や
ぶ
さ
２
は
４
月
５
日
、
衝
突
装

置
「
イ
ン
パ
ク
タ
」
を
発
射
し
、
内
部
調
査
の
た
め
の
ク
レ

ー
タ
ー
を
作
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
今
回
は
イ
ン
パ
ク

タ
の
容
器
開
発
を
手
掛
け
た
諏
訪
町
の
㈱
石
川
製
作
所
、
㈱

タ
マ
テ
ッ
ク
の
石
川
澄
伸
社
長
ら
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

石
川
社
長
「
イ
ン
パ
ク
タ
の
開

発
を
統
括
す
る
日
本
工
機
（
西
郷

村
）
さ
ん
か
ら
平
成
21
年
に
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
社
と
し

て
は
平
成
20
年
に
航
空
宇
宙
産
業

に
参
入
し
た
ば
か
り
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
し
た
。」

　

―
―
イ
ン
パ
ク
タ
の
開
発
は
苦

労
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

吉
田
武
副
社
長
「
試
作
品
は

１
０
０
個
ほ
ど
製
作
し
ま
し
た
。

イ
ン
パ
ク
タ
の
重
量
は
中
に
入
れ

る
火
薬
を
含
め
10
㎏
と
い
う
制
限

が
あ
り
ま
し
た
。
火
薬
は
５
㎏
、

弾
と
な
る
銅
板
は
２
・
５
㎏
と
そ

れ
ぞ
れ
重
量
が
決
ま
っ
て
い
た
た

め
、
容
器
は
２
・
５
㎏
で
作
ら
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
初
は

銅
板
と
ア
ル
ミ
製
の
容
器
を
ネ
ジ

留
め
す
る
手
法
を
採
用
し
て
い
ま

し
た
が
、
容
器
の
密
閉
に
問
題
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
素
材
を
ス

テ
ン
レ
ス
製
に
変
更
、
銅
板
を
溶

接
す
る
手
法
へ
と
切
り
替
え
ま
し

た
。
重
量
が
増
え
た
分
、
厚
さ
で

軽
量
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
強

度
と
重
量
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
て
る

限
界
の
１
㍉
と
い
う
厚
さ
に
た
ど

り
着
き
ま
し
た
。」　

　

―
―
一
つ
の
イ
ン
パ
ク
タ
を
作

る
ま
で
に
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
と

費
用
が
か
か
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

吉
田
副
社
長
「
容
器
は
10
工
程

を
経
て
製
作
さ
れ
、
完
成
ま
で
１

週
間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
費
用
は

一
つ
百
万
円
ほ
ど
で
す
。」

　

―
―
開
発
期
間
中
に
は
東
日
本

大
震
災
が
あ
り
ま
し
た
が
。

　

須
藤
儀
一
営
業
推
進
役
「
熱
処

理
を
で
き
る
業
者
が
山
形
県
に
し

か
な
く
、
当
時
は
往
復
の
ガ
ソ
リ

ン
調
達
に
苦
労
し
ま
し
た
。」　

　

―
―
今
回
の
実
験
成
功
は
町
に

大
き
な
希
望
を
与
え
ま
し
た
。
町

民
や
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

石
川
社
長
「
私
た
ち
は
普
段
ど

お
り
の
こ
と
を
続
け
て
き
た
だ
け

で
す
が
、
結
果
と
し
て
町
民
の
皆

様
や
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
た
な
ら
と
て
も
嬉
し

い
こ
と
で
す
。
夢
の
あ
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
参
加
で
き
た
こ
と
を
誇

り
に
思
い
ま
す
し
、
今
後
も
航
空

宇
宙
産
業
に
関
わ
る
お
話
が
あ
れ

ば
、
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

（
写
真
左
か
ら
）
吉
田
武
・
タ
マ
テ
ッ
ク
副
社
長
、
石
川

澄
伸
社
長
、
須
藤
儀
一
・
石
川
製
作
所
営
業
推
進
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◀

【はやぶさ２プロジェクト】
　太陽系が生まれたころ ( 約 46 億年前 ) の有機物が
今も残っていると考えられている小惑星リュウグウ
から、サンプルを持ち帰ることが目的。探査機のは
やぶさ２は 2020 年末に地球へ帰還する予定。
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〜いつでも　どこでも　誰でも　いつまでも学べる鏡石〜

図書館
　司書おすすめの 2冊を紹介します！

図書館からのお知らせ 図書館での催し※すべて
無料です

「天皇と元号の大研究」
ＰＨＰ研究所
高森　明勅：監修

　天皇は現在「日本国の象徴であり、日本国民統合
の象徴」と憲法で定められています。また、元号も
明治時代からは「一世一元の制」として、ひとりの
天皇にひとつの元号を使うと定められました。平成
も含めて、使われた元号の数は、いったいどのくら
いの数になるでしょう？　答えは、この本に歴代天
皇とともに紹介されています。大人が読んでも面白
く、全ページルビつきですので、子どもさんも楽し
く読める内容の本です。

「巣箱のなかで」
あかね書房

鈴木　まもる：作・絵
　シジュウカラの巣作り・卵からヒナにかえり巣立
つまでの間を、巣箱を作って家の中から観察した絵
本です。卵が毎日ひとつずつ増えて、そのあとに母
鳥があたためる様子や、ヒナがかえって毎日すこし
ずつ鳥らしくなっていく成長の様子、そして親鳥が
どのようにヒナの世話をしているかなど、やさしい
タッチの絵で克明に記録されています。巻末には巣
箱の作り方もあります。かわいらしい鳥の生態を、
親子で楽しめる絵本となっています。

⃝５月の読み聞かせ会
　読み聞かせボランティア「あゆみらい」
日時：５月 18日（土）午後２時～
内容：紙芝居『おっきなおにぎり
　　　　　　　　　　ちっさなおにぎり』ほか

⃝おひざにだっこのおはなし会
日時：5月 29日㈬　午前 11時～
内容：紙芝居「にこにこピカピカ　ハ・ブラッシー」
の読み聞かせ、手遊び、工作『かたつむり』など
対象：就園前の幼児とその保護者の方

⃝小・中学生の皆さんへ～移動図書館～
　図書館では、町内の小中学校へ毎月２回、「移動
図書館」を実施しています。学校から家に帰宅した
後、図書館へ本を借りに行くのは、家が遠くて大
変・・・というお子さんもいらっしゃるでしょう。
　学校の移動図書館には、コンテナにたくさんの本
をつめて持って行きますよ。「こんな本を読みたい
な」「この本持ってきて！」など、ご要望もお待ち
しております。図書館の人に、気軽に声をかけてく
ださいね！

今月のピックアップ

⃝スペシャル展示コーナー「天皇と日本の歴史」
　５月１日は新天皇即位の日で、元号も変わります。
図書館では、この機会に、天皇と日本の歴史につい
てをテーマに、さまざまな分野の図書を展示いたし
ます。子どもさん向けの図書も展示いたしますので、
玄関前のスペシャル展示コーナーをのぞいてみてく
ださい。大型連休中、たくさんの皆様のご来館をお
待ちしております。

⃝丸テーブルの展示「信長・秀吉・家康の時代」
　歴史大河ドラマなどでも人気のある戦国時代の武
将たちをテーマに、さまざまなジャンルの図書を展
示いたします。もちろん、子どもさん向けの伝記本
もありますよ。それぞれの武将がどのように考え、
戦に備えたり、国を整備しようとしたりしていたの
か、どのような生活ぶりだったのか、興味のつきな
い武将たちに関する展示図書をどうぞ手に取ってご
覧ください。

保健師だより
あなたの健康支えます !!

　３月に実施された町内産の自家消費食品放射能検
査の結果は、右表のとおりです。国の暫定基準値
100ベクレル /㎏を超える数値が検出された食品は、
０件でした。また、井戸水の検査実施はありません
でした。
　なお、検査に出される際には、正確な判定を行う
ため、食材 500グラム以上が必要となります。着い
た土（泥）などを洗い流し、食べられない部分はで
きるだけ取り除いた水分を含んでいない調理前の材
料をご持参ください。

食品名 件数 検出件数 食品名 件数 検出件数
アスパラガス １ ０ ほうれん草 １ ０

菜花 １ ０ 合計 ３ ０

◦問い合わせ先　簡易放射能測定センター
　　　　　　　（勤労青少年ホーム内）☎ 62－2444

※材料の量や状態などで正確な判定ができない場合や町外
　産の食材を持参された場合は、参考扱いでの結果報告と
　なりますのでご承知願います。

◎自家消費野菜等食品放射能測定結果について

⃝問い合わせ先　
　健康環境課　保健師　☎ 62-2115

♦♦♦　女性がん検診を受けましょう！　♦♦♦
　子宮頸がんは、近年 20～ 30代の方に増加しています。乳がんは、12人に 1人がかかると言われており、
40～50代女性のがん死亡原因1位となっています(平成26年国立がん研究センター統計資料)。子宮頸がん・
乳がんは、ともに早期発見・早期治療できる病気です。2年に 1度の検診で、しっかりとチェックしましょう。
　町では、下記のとおり施設検診を実施いたします。お早目に下記実施医療機関に直接お申込みください。
　なお、受診の際は「女性がん検診対象者通知書」と「健康保険証」を必ずご持参ください。

検診名 実施期間 対象者 費　用
子宮頸がん検診 　　6 月 1 日㈯～ 1 月 31 日㈮ 20 歳以上（偶数年齢） 500 円 ※

乳がん検診 　　6 月 1 日㈯～ 12 月 7 日㈯ 40 歳以上（偶数年齢） 500 円 ※

■施設検診

※ 70歳以上の方、生活保護世帯の方は、検診費用が無料となります。

●受診可能施設
医療機関名 電　話 医療機関名 電　話

子宮頸がん
乳がん検診

公立岩瀬病院
75-3111
※健診センターへ予約
（予約受付：平日 14：30～ 16：30）

会田病院
0248-42-2121

（予約受付：平日
13：30 ～ 16：30）

小林医院 76-1565　
※インターネットからも予約可 星総合病院 024-983-5511

坪井病院 024-946-0808 総合南東北病院 024-934-5322

子宮頸がん
検診のみ

清水産婦人科クリニック 0248-76-8555 桜井産婦人科医院 024-932-1637
片倉医院 0248-23-2459 寿泉堂クリニック 024-939-4616

円谷産婦人科医院 0248-23-4030 たなかレディースクリニック 024-952-7234
白河厚生総合病院 0248-22-2211 塚原産婦人科 024-922-5789

あべウイメンズクリニック 024-923-4188 トータルヘルスクリニック 024-927-0305
太田熱海病院 024-984-0088 美術館通りクリニック 024-956-0303

太田西ノ内病院 024-925-1188 ロマリンダクリニック 024-924-1161
岡崎産婦人科 024-945-8080 ひさこファミリークリニック 024-952-4415

小野レディースクリニック 024-937-3755

乳がん
検診のみ 須賀川病院

75-2211
（予約受付：月火水金土
　14：30～ 16：30）
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くらしの情報　information

くらしの情報
information

納税は口座振替をご利用ください。コンビニでも納付できます。高速道路の利用は鏡石スマートＩＣから　午前６時~午後10時　自動二輪・軽・普通車専用（6m未満まで）

お
知
ら
せ

５
月
12
日
は

民
生
委
員
・

　
　
児
童
委
員
の
日 

　

民
生
委
員
制
度
は
１
０
０

年
、
児
童
委
員
制
度
は
70
年
の

歴
史
と
実
績
を
有
す
る
制
度
で

す
。

◦
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

・
地
域
住
民
の
立
場
に
た
っ
て

地
域
の
福
祉
を
担
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
、
民
生
委
員
法
に
基

づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
公
務
員
で

す
。

・
無
報
酬
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
あ
り
、
任
期
は
３
年

（
再
任
可
）
で
す
。

・
地
域
を
見
守
り
地
域
住
民
の

身
近
な
相
談
相
手
、
専
門
機
関

へ
の
つ
な
ぎ
役
で
す
。

◦
主
任
児
童
委
員
と
は

　

子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る

支
援
を
専
門
に
町
内
全
域
を
担

当
し
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
連
携
し
な
が
ら
子
育
て
の
支

援
や
児
童
健
全
育
成
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

※
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は

法
に
基
づ
く
守
秘
義
務
が
あ

り
、
相
談
内
容
の
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
こ
ど
も
課
☎
62
－
２
２
１
０

Ｎｏ 氏　名 担当区 区　域 Ｎｏ 氏　名 担当区 区　域
1 星　　直子 久来石 上（1 ～ 7 班） 12 栁沼　正巳 鏡　田 大池、鏡田かげ沼町、深内町、蒲之沢町、鏡沼の一部
2 相樂　榮子 久来石 下（7 ～ 15 班） 13 山野邉和子 鏡　田 五斗蒔町、 川崎町
3 栁沼　清志 笠　石 東町、笠石原町 14 中本　富男 高久田 高久田、南高久田、豊田、鹿島、東鹿島
4 大塚　秀俊 笠　石 中町の一部 15 高宮美佐子 旭　町 旭町、緑町
5 藤島　憲吉 笠　石 南町、大山、笠石、堀米 16 鈴木　由美 豊　郷 豊郷、羽鳥、豊郷中、岡の台
6 面川　幸子 １　区 中央、中町、本町の一部 17 髙宮　文男 成　田 北町、新町、成田東、成田の一部
7 根本　光房 ２　区 本町、不時沼の一部 18 村越　孝子 成　田 河原、諏訪町、成田の一部
8 石橋　勝子 ３　区 池ノ原、桜町、不時沼、本町の一部 19 添田栄三夫 成　田 大宮、成田原町、池の台、成田の一部
9 藤島　洋子 ４　区 前山、岡ノ内の一部（4 区 1 ～ 12 班、仁井田 4・5・7 班）20 込山　愛子 さかい 境、前山、中町の一部
10 藤野　恵子 ４　区 前山、岡ノ内の一部（4 区 13 ～ 25 班）21 大中　和枝 全　域 主任児童委員
11 滝田　正清 仁井田 仁井田、岡ノ内の一部 22 八巻トシ子 全　域 主任児童委員

【各地区民生児童委員一覧（敬称略）】

税
金
な
ど
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　
町
県
民
税
や
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
な

ど
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
納
付
が
お
済
み
で
な
い
方
は

役
場
出
納
室
、
ま
た
は
指
定
の
金

融
機
関
等
で
納
入
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
納
付
書
が
見
当
た
ら
な

い
場
合
や
、
生
活
困
難
な
ど
の
事

情
で
一
度
に
納
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
は
、
税
務
町
民
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

納
税
を
行
わ
な
い
ま
ま
に
し
て

お
き
ま
す
と
、
税
金
を
強
制
的
に

徴
収
す
る
た
め
、
滞
納
処
分
と
し

て
預
貯
金
や
給
与
、
生
命
保
険
な

ど
の
財
産
の
差
押
え
を
実
施
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
処
分
は
各
税
金
の
納
期
限

後
、
未
納
の
方
へ
督
促
状
を
送
付

し
た
10
日
後
以
降
は
予
告
な
く
行

わ
れ
ま
す
。

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
納
税
の
意

義
を
理
解
し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
町
民
課
☎
62
－
２
１
１
４

道
路
側
溝
の
堆
積
物
撤
去
作
業
が

始
ま
り
ま
す

　
平
成
30
年
度
に
引
き
続
き
、
町

道
な
ど
の
側
溝
に
溜
ま
っ
た
堆
積

物
の
撤
去
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
空
間
線
量

率
が
低
く
除
染
の
対
象
と
な
ら
な

か
っ
た
側
溝
で
す
。
除
染
対
象
と

な
ら
な
か
っ
た
側
溝
は
、
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
影
響
に

よ
り
、
町
内
一
斉
環
境
美
化
活
動

な
ど
で
の
清
掃
が
で
き
ず
堆
積
物

が
た
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

平
成
28
年
度
よ
り
復
興
庁
の
福
島

再
生
加
速
化
交
付
金
（
道
路
等
側

溝
堆
積
物
撤
去
・
処
理
支
援
）
事

業
を
活
用
し
、
１
回
に
限
り
堆
積

物
の
撤
去
作
業
を
行
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
町
道
の
測
量
・
調

査
を
行
い
な
が
ら
、
令
和
２
年
度

ま
で
に
堆
積
物
の
撤
去
作
業
を
町

で
実
施
し
ま
す
。
す
で
に
除
染
作

業
に
よ
っ
て
堆
積
物
を
撤
去
し
た

道
路
側
溝
や
農
業
用
排
水
路
な
ど

は
対
象
外
で
す
。
作
業
に
あ
た
り

ま
し
て
は
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
実
施
対
象

　

主
に
住
宅
地
周
辺
の
町
道
等
の

側
溝
（
町
内
一
円
。
た
だ
し
除
染

で
実
施
し
た
箇
所
等
を
除
く
）

●
実
施
期
間

　

平
成
29
～
令
和
２
年
度

●
令
和
元
年
度
実
施
地
区

・
久
来
石
区（
久
来
石
南
、久
来
石
、

就
学
援
助
費
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
お
子
さ
ん
を
小
・
中

学
校
へ
就
学
さ
せ
る
の
に
経
済
的

な
理
由
で
お
困
り
の
児
童
生
徒
の

保
護
者
に
対
し
て
、
学
校
で
か
か

る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
、
お
子

さ
ん
の
就
学
を
奨
励
す
る
就
学
援

助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

就
学
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、

①
生
活
保
護
法
に
規
定
す
る
保
護

を
受
け
て
い
る
方
、
又
は
そ
れ
に

準
ず
る
程
度
に
生
活
が
困
窮
し
て

い
る
と
認
め
ら
れ
た
方

②
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

方③
国
民
年
金
の
保
険
料
が
全
額
免

除
と
な
っ
て
い
る
方

④
東
日
本
大
震
災
等
に
よ
り
被
災

し
、
就
学
さ
せ
る
の
に
困
難
と
認

め
ら
れ
た
方

⑤
災
害
、
そ
の
他
特
別
な
理
由
で

経
済
的
に
お
困
り
の
方

※
住
宅
・
自
動
車
ロ
ー
ン
・
生
活

ロ
ー
ン
等
の
債
務
の
返
済
に
つ
い

て
は
考
慮
で
き
ま
せ
ん
。

　

該
当
す
る
方
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
基
準
が
あ
り
ま
す
の
で
、

学
校
か
ら
配
布
さ
れ
る
「
お
知
ら

せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

審
査
に
つ
い
て
、
必
要
が
あ
る

場
合
は
訪
問
し
確
認
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

援
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申

請
書
及
び
該
当
事
由
を
証
明
す
る

書
類
等
を
教
育
委
員
会
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。申
請
書
は
町
Ｈ
Ｐ
、

通
学
し
て
い
る
学
校
及
び
教
育
委

員
会
に
あ
り
ま
す
。

●
申
込
期
限

　

５
月
７
日
㈫
～
５
月
31
日
㈮

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
☎
62
－
３
４
５
９

町
民
プ
ー
ル
「
す
い
す
い
」
で

大
人
水
泳
教
室
開
催

　

町
民
プ
ー
ル
「
す
い
す
い
」
で

は
18
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
「
大

人
水
泳
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ク
ラ
ス
は
２
つ
の
ク
ラ
ス
そ

れ
ぞ
れ
30
分
の
教
室
で
す
。

　
「
初
め
て
水
泳
ク
ラ
ス
」
は
毎

週
水
曜
日
午
後
２
時
か
ら
、「
初

級
水
泳
ク
ラ
ス
」
は
毎
週
月
曜
日

午
後
２
時
か
ら
で
す
。
い
ず
れ
も

参
加
料
は
５
０
０
円
で
、
定
員
は

そ
れ
ぞ
れ
毎
回
先
着
10
名
で
す
。

こ
れ
か
ら
水
泳
を
始
め
た
い
方
、

基
本
か
ら
習
っ
て
み
た
い
方
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
プ
ー
ル
☎
62
－
１
０
４
５

募

集

　県老人クラブ連合会及び福島民報
社では、金婚 50 年を迎えられたご
夫婦の表彰を毎年実施しています。
　該当されるご夫婦には、９月の敬
老会席上において「おしどり金メダ
ル」を送り、お祝いいたします。
　該当される方は先のとおりお申し
込みください。
●対象者
　昭和 44 年に結婚、もしくはそれ
以前に結婚して今まで申請していな
い夫婦
●申込期限　７月 11 日㈭まで
●申込方法
　各地区老人クラブまたは町老人ク
ラブ連合会事務局へ所定の用紙に記
載して申込
●問い合わせ先
　町老人クラブ連合会事務局
　（社会福祉協議会内）☎ 62-6428

しあわせ金婚夫婦表彰受付

　
「
学
校
応
援
団
！
」
は
「
学
校

が
元
気
に
な
れ
ば　

町
中
み
ん
な

が
元
気
に
な
れ
る
！
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
学
校
か
ら
の
要
請
の
も

と
、
平
成
20
年
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
学
校
応
援
団
！
」
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
御
協
力
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

興
味
が
あ
る
方
は
町
公
民
館
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
一
緒
に

学
校
を
、
子
ど
も
達
を
盛
り
上
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
　

町
公
民
館
☎
62
－
２
０
３
１

広
報
担
当
の
つ
ぶ
や
き

　

今
月
か
ら
広
報
担
当
に
な
り
ま

し
た
浅
川(

33)

で
す
。
郡
山
市

出
身
、
身
長
は
１
８
２
㌢
、
体
重

１
０
５
㌔
。
間
違
い
な
く
歴
代
で

一
番
「
カ
メ
ラ
が
小
さ
く
見
え
る

広
報
マ
ン
」
だ
と
思
い
ま
す
。
消

防
団
は
第
四
分
団
所
属
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
笑
顔
を
ど
ん
ど
ん
広

報
に
載
せ
て
い
き
ま
す
の
で
、
カ

メ
ラ
を
向
け
ら
れ
た
ら
渾
身
の
笑

顔
を
お
願
い
し
ま
す
！
（
浅
川
）

「
学
校
応
援
団
！
」

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

　
　
　
募
集
し
ま
す
！

第
２
回
町
内
一
斉
環
境
美
化
活
動

　

町
と
町
保
健
委
員
会
で
は
、
環

境
月
間
と
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
推

進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
第
２
回

町
内
一
斉
環
境
美
化
活
動
を
実
施

し
ま
す
。

　

町
民
総
参
加
で
、
各
行
政
区
単

位
に
よ
り
道
路
、
公
園
、
遊
園
地

等
及
び
各
家
庭
周
辺
の
一
斉
清
掃

を
行
い
ま
す
。

　

燃
え
る
ご
み
・
粗
大
ご
み
・
空

き
缶
等
の
回
収
は
行
い
ま
せ
ん
。

各
地
区
に
お
い
て
、
可
燃
物
、
不

燃
物
、
資
源
物
に
分
別
し
、
一
時

的
に
集
会
所
等
へ
保
管
し
て
、
指

定
さ
れ
た
ご
み
の
収
集
日
に
出
す

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
実
施
日
時

　

６
月
２
日
㈰
午
前
６
時
～
７
時

（
小
雨
決
行
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
環
境
課
☎
62
－
２
１
１
５

小
栗
山
、
桜
岡
、
城
ノ
内
）

・
笠
石
区
（
堀
米
、
南
町
、
大
山
）

・
豊
郷
区
（
羽
鳥
、豊
郷
、豊
郷
中
）

・
高
久
田
区
（
南
高
久
田
、
鹿
島
）

・
成
田
区
（
成
田
東
、
成
田
、
諏

訪
町
、
大
宮
、
北
町
、
新
町
、
池

の
台
、
成
田
原
町
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

都
市
建
設
課
☎
62
－
２
１
１
６

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
等
説
明
会

に
つ
い
て

　

須
賀
川
税
務
署
で
は
、
次
の
と

お
り
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
等
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
敷
地
内
駐
車
場
は
、
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共

の
交
通
機
関
等
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

●
日
時　
６
月
19
日
㈬

　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

　

午
後
２
時
～
午
後
３
時
30
分

●
場
所
　

　

須
賀
川
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー　

tette

（
テ
ッ
テ
）
１
階　

ル
ー

ム　

１
－
１

　
　
　
（
須
賀
川
市
中
町
４
－
１
）

●
定
員　
65
人
（
定
員
に
な
り
次

第
受
付
を
終
了
し
ま
す
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

須
賀
川
税
務
署
法
人
課
税
部
門

☎
75
‐
２
１
９
４
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くらしの情報　information

広報かがみいしみんなでつくろう !!みんなで参加！

戸籍の窓
　　平成31年３月
　　鏡石町届出分

よ ろ こ び

地区 赤ちゃん お父さん お母さん

男の子

鏡石１ 𠮷田 一
いち

ノ
の

助
すけ

一樹 茜
鏡石３ 宇佐見 龍

りゅう

世
せい

亮太 彩乃
女の子

笠　石 ⻆ 田 　 奏
かな

恵
え

智晴 恵
鏡　田 𫝆 泉 　 七

なな

香
か

香樹 亜李沙
鏡　田 山 本 　 千

ち

絢
ひろ

拓也 奈緒美

地区 花むこさん 花よめさん

笠　石 関 根 　 誠 （円谷）佳世

地区 氏　名 年齢

笠　石 後 藤 チ ヨ 91

鏡石２ 小 林 正 雄 64

鏡石３ 佐 藤 　 忠 79

鏡　田 栁 沼 光 子 83

成　田 髙 原 益 太 郎 86

か な し み

この欄への掲載を希望しない方は、届出
の際にお知らせください。

お い わ い

未来へ輝け
まち期待の星

vol. 55

今回は、町特産品のキュウリを主に栽培する稲田雅成さん（31）にお
話を伺いました。稲田さんは４月１日から町消防団第四分団の分団長と
して、地域の防災活動にも力を尽くされています。

　「元々は東京でシステムエンジニアの仕事をしていましたが、23 歳
の時に家業を継ごうと就農しました。キュウリの収穫時期には休むこと
もできず大変ですが、『おいしかったからまた買いに来ました』と言って
くれるお客さんが何よりの励みです。これからは新しい技術をうまく取
り入れながら収量を上げたり、品質向上を目指したいです。消防団活動
については、年齢も仕事も様々な団員たちが集まり、防災活動の他にも
地域の行事に参加して交流を深めたりするなど、仕事の息抜きの場とし
て楽しく活動しています。分団長は皆の取りまとめ役であり、責任も大
きい立場ですが、地域から一つでも火災を無くせるよう気を引き締めて
活動していきたいと思います。」

稲田 雅
まさ

成
なり

 さん　農業（深内町）

広報クイズ広報クイズみ ん な の 広 場
ハッピーバースデー　５月生まれ

隠れ「牧場のあーさー♪」を探せ！
←

この広報紙の中に、シルエットとなった「牧場のあー
さー♪」が５体隠れています。全て見つけた方の中から
抽選で２名の方に町の特産品をお送りします。

◦応募方法
　ハガキまたはメールに必要事項を記入して応募
　ハガキ宛先：鏡石町役場総務課　広報担当
　　　　　　　（〒 969-0492　鏡石町不時沼 345）
　メールアドレス：smile_k@town.kagamiishi.lg.jp

◦必要事項
　クイズの答え（５ページ分の牧場のあーさー♪のい
るページ番号）、住所、氏名、年齢、電話番号、

　町内の不思議スポット、または気になっている場所

◦注意事項
①このページの「牧場のあーさー♪」はカウントできません。
②シルエットの大きさは一定ではありません。

◦応募期限
　５月 24 日㈮必着

◦４月号の正解
　１、５、８、９、16

◦当選者の発表【敬称略】
　福元菜緒（本町）、田口結愛（旭町）

※今回のプレゼントは 岩瀬牧場のヨーグルトです。
後日郵送いたします。

春の楽しみ方。

　４月号の広報クイズ応募者の中から「春の楽しみ方」
に寄せられた投書の一部をご紹介します。

・花見をしながら犬の散歩。（50 代女性）

・ ソフトクリームの食べ歩きをすること。 （50 代女性）

・山菜取りが楽しみ。（80 代男性）

シルエットの
牧場のあーさー♪

←

ハッピーバースデー写真、ペット写真募集
６月に誕生日を迎える満１歳～小学校就学前までのお

子さんと愛するペットの写真を募集します。

応募先　〒969-0492 鏡石町役場総務課 広報担当
メール   smile_k@town.kagamiishi.lg.jp　
応募期限　５月 24 日㈮
問い合わせ先　総務課　☎ 62－2111　FAX 62－6553
　※右のＱＲコードは応募先メール
　　アドレスのものです。

火災・救急事故 交通事故
（H31.3.31 現在）

件 数 2 件 （5）
死 者 0 人 （0）
傷 者 2 人 （6）

（　）は前年同期の件数

死亡事故０日数
456日

（H31.3.31 現在）

火 災 ３件 （2）
救 急 110 件（126）
水 害 0 件 （0）

（　）は前年同期の件数
「ひとつずつ

いいね！で確認　火の用心」
（全国統一標語）

人口と世帯数
（H31.4.1 現在）

12,289 人 （－18）
6,000 人 （－ ９）
6,289 人 （－ ９）
4,379 世帯（＋ ５）

（　）は前月との比較

納　税
　納税は下記の金融機関で
の口座振替が便利です。申
し込みお手続きは各金融機
関の窓口で。
・夢みなみ農業協同組合
・須賀川信用金庫
・東邦銀行
・大東銀行
・福島県商工信用組合
・ゆうちょ銀行

和田 彩
あや

花
か

 ちゃん
（平成26年5月15日生まれ）

石井 瑶
よう

馬
ま

 くん
（平成29年5月19日生まれ）

塚原  壮
そう

太
た

朗
ろう

くん
（平成28年5月1日生まれ）

真剣な表情でポ
ンプ車を点検す

る稲田さん

　　税務町民課では、毎週日曜日午前
８時30分から正午まで下記の窓口を
開設しています。

　●諸証明書の発行
●町税等の納付

広 告

甘熟いちご 石井いちご園

石　井　文　訓
福島県岩瀬郡鏡石町高久田 123
TEL0248-62-3917　FAX0248-62-6030
URL　http://www.ishii-farm.com

贈答用委託発送承ります！

パート募集中！

広 告
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令和元年5月 かがみいし
カレンダー

広報に掲載された写真は無料で差し上げます。
ただし、郵送の場合は切手を貼った返信用封
筒が必要です。

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
4/28 4/29 4/30 1＜天皇の即位の日＞ 2 ＜休日＞ 3 ＜憲法記念日＞ 4 ＜みどりの日＞

5 ＜こどもの日＞ 6 ＜振替休日＞ 7 8 9 10 11
けんこうイージー教室
10:00 老人福祉センター

つどいの広場
10:00 児童館

女性がん検診
（乳がん・子宮頸がん・
骨粗しょう症検診）
8:45 公民館
つどいの広場
10:00 児童館

第一小学校運動会
8:45 第一小学校

12 13 14 15 16 17 18
つどいの広場
10:00 児童館

交通安全教室
10:00 鏡石保育所
けんこうイージー教室
“ ステップアップ ”
10:00 老人福祉センター
けんこう貯筋教室
14:20 池田記念病院

つどいの広場
10:00 児童館
交通安全教室
10:00 鏡石幼稚園
３～４か月児健診
13:30 公立岩瀬病院

女性がん検診（乳がん）
9:00 勤労青少年ホーム

１・２歳児健康相談
9:30 保健センター
つどいの広場
10:00 児童館

鏡石まちの駅
「かんかんてらす」
一周年感謝祭
9:50 かんかんてらす
読み聞かせ会
14:00 図書館

19 20 21 22 23 24 25
つどいの広場
10:00 児童館

生き生き子育て教室①
10:00 保健センター
けんこうイージー教室
10:00 老人福祉センター
けんこう貯筋教室
14:20 池田記念病院

つどいの広場
10:00 児童館
9 ～ 10 か月児健診
13:00保健センター

生き生き子育て教室②
10:00 保健センター
生きがいデイサービス
交流会
10:00 社会福祉センター

つどいの広場
10:00 児童館

第二小学校運動会
9:00 第二小学校

26 27 28 29 30 31 6/1
田んぼアート

「豊作祈願 田植
え祭り」
9:00 図書館北側水田

つどいの広場
10:00 児童館

けんこうイージー教室
“ ステップアップ ”
10:00 老人福祉センター
生き生き子育て教室③
10:00 保健センター
けんこう貯筋教室
14:20 池田記念病院

つどいの広場
10:00 児童館
おひざにだっこ
のおはなし会
11:00 図書館

つどいの広場
10:00 児童館

今月の１ショット

「“牧場の朝のまち”さくらウォーク」参加者の皆さんで記念撮影をしました！ (4/13 岩瀬牧場 )

鏡石保育所の入所・進級式 鏡石幼稚園の入園式

東京かがみいし会の観桜会
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